
玉
串
の
郵
送
・
振
込
先
の
ご
案
内

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、本
苑
へ
の
参
拝
を
自

粛
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
大
変
不
自
由
を
お
掛
け
し
て
お

り
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、遥
拝
時
に
神
さ
ま
へ
の
感
謝

の
玉
串
を
お
供
え
し
て
い
た
だ
き
、後
日
、本
苑
に
お
届
け

（
郵
送
）い
た
だ
く
か
、左
記
口
座
に
振
り
込
み
い
た
だ
き

き
ま
す
よ
う
ご
理
解
、ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

◆ 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
の
振
り
込
み
は

　
【
口
座
番
号
】0
0
9
4
0-

6- 

3
1
4
5
5

　
【
口
座
名
義
】大
本
大
阪
本
苑

　

◆ 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
か
ら
の
振
り
込
み
は

　
【
銀
行
名
】ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
【
支
店
名
】〇
九
九
店（
ゼ
ロ
キ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
テ
ン
）

　
【
預
金
の
種
類
】当
座
預
金

　
【
口
座
番
号
】３
１
４
５
５

　

〒
5
5
7-

0
0
1
2
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令和3年11月14日(1) 大阪本苑だより

　
　

大
阪
本
苑
秋
季
大
祭
を
執
行

季
節
外
れ
の
暑
さ

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
徐
々
に
減
少
し

数
か
月
ぶ
り
に
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、

10
月
に
も
拘
わ
ら
ず
季
節
外
れ
の
30
度
を
超

え
る
真
夏
日
の
中
、
令
和
３
年
10
月
10
日
、

久
し
ぶ
り
に
参
拝
者
の
自
粛
制
限
が
解
除
さ

れ
、
大
阪
本
苑
秋
季
大
祭
が
厳
粛
に
執
行
さ

れ
た
。

　

祭
典
は
伶
人
、
祭
員
入
殿
、
祓
式
行
事
、

斎
主
伊
藤
香
本
苑
次
長
に
よ
る
秋
季
大
祭
祝

詞
奏
上
、
改
定
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
早
期
終
息
祈
願
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
る
。
玉

串
捧
奠
は
、
斎
主
、
宣
伝
使
代
表
、
分
所
支

部
代
表
等
が
敬
虔
に
さ
さ
げ
た
。
感
謝
祈
願

祝
詞
、
讃
美
歌
斉
唱
、
続
い
て
乙
姫
様
月
次

祭
と
進
み
祭
員
・
伶
人
退
殿
。
神
門
明
子
芸

術
担
当
参
事
に
よ
る
「
お
ほ
も
と
し
ん
ゆ
」

拝
読
の
後
、
二
絃
の
会
に
よ
る
八
雲
琴
演
奏

「
浦
分
衣
（
う
ら
わ
け
ご
ろ
も
）」
が
奉
納
さ
れ
た
。

　

本
苑
長
が
所
用
で
欠
席
さ
れ
た
た
め
高
瀬

健
二
次
長
に
よ
る
本
苑
長
挨
拶
の
代
読
で
は
、

「
本
日
は
親
族
の
結
婚
式
の
た
め
欠
席
し
ま
し

た
が
、
久
し
ぶ
り
に
感
染
予
防
対
策
を
継
続
し

な
が
ら
自
粛
制
限
を
解
除
し
祭
典
を
執
行
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
日
も
参
拝
を

控
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様
に
は
、Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｕ
を
ご
視
聴
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
10
月
31
日
（
日
）
に
令
和
の
「
生
き

が
い
講
座
」
特
別
編
と
し
て
、
慶
應
義
塾
大

学
名
誉
教
授
の
加
藤
眞
三
先
生
を
お
迎
え
い

た
し
ま
し
て
、『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
人

々
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
』
〜
ポ
ス
ト
・
コ
ロ

ナ
の
時
代
に
生
き
る
〜
と
題
し
ま
し
て
の
講
演

会
を
行
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
終
息
後
の
世
界
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。
そ
し
て
何
が

整
理
さ
れ
、
我
々
は
何
を
し
て
い
け
ば
よ
い
の

か
、
そ
の
道
筋
を
詳
し
く
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
当
日
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
同
時
配
信
い
た

し
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
視
聴

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

そ
し
て
先
般
、
岡
畑
吉
春
様
の
ご
遺
族
よ
り
聖

師
様
の
お
作
品
『
天
の
橋
立
』
を
献
納
い
た
だ

き
、
額
と
し
て
表
装
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
本
日
お
披
露
目
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
額
は
応
接
室
に
掛
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
度
小
佐
々
明
夫
ご
夫
妻
が
長

崎
に
引
越
し
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本

苑
と
し
て
も
大
変
残
念
で
す
が
、
こ
れ
も
ご
神

命
と
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
。
小
佐
々

様
の
今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
つ
つ
、
こ
の

後
ご
本
人
よ
り
ご
挨
拶
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま
し
た

が
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
の

で
、
各
自
が
感
染
対
策
を
十
分
に
行
い
、
本

来
人
間
が
持
っ
て
い
る
免
疫
力
を
向
上
す
る

よ
う
に
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

。
こ
の
ま
ま
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
来
月
も
皆
様

と
共
に
参
拝
出
来
ま
す
よ
う
に
終
息
祈
願
を
継

続
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日

も
ご
視
聴
、
ご
参
拝
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
小
佐
々
明
夫
前
次
長
が
挨
拶
で
、

大
阪
本
苑
で
の
思
い
出
と
、
長
崎
移
住
の
経
緯

を
お
話
さ
れ
、
信
仰
の
力
を
高
め
共
に
頑
張
り

、
聖
地
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
第
50
回
世
界
連
邦
推
進
全
国
小
・
中

学
生
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し

た
3
名
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
渡
さ
れ
、
水
田

良
司
編
集
部
長
に
よ
る

お
知
ら
せ
。
午
後
か
ら
、

分
所
支
部
長
会
議
を
し

て
無
事
終
了
と
な
っ
た
。

　

参
拝
者
1
2
6
名

秋季大祭
乙姫様月次祭
秋季大祭

乙姫様月次祭

「秋季大祭祝詞」奏上「秋季大祭祝詞」奏上

玉串捧奠玉串捧奠

「感謝祈願祝詞」斉唱 / 参拝者 126 名「感謝祈願祝詞」斉唱 / 参拝者 126 名

「おほもとしんゆ」拝読「おほもとしんゆ」拝読 「乙姫様月次祭祝詞」奏上「乙姫様月次祭祝詞」奏上

高瀬健二次長による
本苑長挨拶の代読
高瀬健二次長による
本苑長挨拶の代読

聖師様のお作品
『天の橋立』
聖師様のお作品
『天の橋立』

二絃の会による奉納「浦分衣」二絃の会による奉納「浦分衣」

世界連邦からの感謝状授与世界連邦からの感謝状授与

小佐々明夫
前次長のご挨拶
小佐々明夫
前次長のご挨拶

「感謝祈願祝詞」斉唱「感謝祈願祝詞」斉唱



令和3年11月14日(2) 大阪本苑だより

　

10
月
30
日
に
４
ヶ
月
ぶ
り
に
和
歌
山
紀
の

川
の
松
山
の
献
労
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。今
回
は
松
山
か
ら
少
し
下
っ
た
み
か

ん
畑
の
草
刈
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
10
月
末
だ
と
言
う
の
に

夏
の
暑
さ
で
し
た
。前
回
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、良
い
汗
が
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
み
か
ん
畑
に
あ
る
小
屋
の
雨
樋
も
修

繕
し
、
雨
水
を
貯
め
る
為
に
後
日
５
０
０
リ
ッ

ト
ル
も
入
る
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
と
の
こ
と

で
す
。柿
と
み
か
ん
を
少
し
頂
き
ま
し
た
。柿

は
皮
ご
と
頂
き
ま
し
た
が
甘
く
て
美
味
し
か

っ
た
で
す
よ
。み
か
ん
は
少
し
酸
っ
ぱ
か
っ
た

で
す
が
水
臭
く
は
な
く
て
、
半
月
も
す
れ
ば
甘

く
て
美
味
し
く
な
る
そ
う
で
す
。秋
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

こ
れ
か
ら
は
季
節
の
良
い
時
期
に
な
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
待
っ
て
ま
〜
す
。

　

松
山
ご
奉
仕
は
、第
1
、3
、5
土
曜
日
の

午
前
9
時
に
大
阪
本
苑
か
ら
出
発
し
ま
す
。

（
天
候
、そ
の
他
に
よ
り
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

次
回
は
11
月
20
日（
土
）

来
月
は
12
月
4
日（
土
）

　
　
　

12
月
18
日（
土
）

本
苑
祭
式
講
習
会
・

　
葬
祭
研
修
会
開
催
報
告

　

大
阪
本
苑
秋
の
祭
式
講
習
会
が
10
月
２
日

（
土
）3
日（
日
）の
両
日
開
催
さ
れ
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
も
解
除
さ
れ
本
部
よ
り
出
口

飛
鳥
霊
祭
課
長
を
お
招
き
し
、祭
式
4
名
・
葬

祭
7
名
・
係
員
7
名
の
参
加
で
行
わ
れ
、2
日
午

前
9
時
よ
り
ご
神
前
に
お
い
て
乾
清
高
参
事
の

挨
拶
で
始
ま
り
、全
員
有
級
者
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
同
一ク
ラ
ス
と
な
り
、午
前
中
は
基
本
動
作
、

午
後
か
ら
は
月
次
祭
・
合
祀
祭
ま
で
行
い
、夕
拝

後
出
口
飛
鳥
先
生
に
よ
る
講
話「
ま
つ
り
に
つ

い
て
」を
拝
聴
し
た
。

　

3
日
は
葬
祭
研
修
会
と
合
流
し
、伊
藤
香
次

長
講
師
に
よ
り
基
本
動
作
か
ら
葬
祭
の
飾
り
つ

け
と
実
践
研
修
を
夕
方
ま
で
行
っ
た
。今
回
も

参
加
さ
れ
な
か
っ
た
方
は
信
仰
の
基
本
で
あ
る

祈
り
の
実
践
に
正
し
い
作
法
で
、動
作
の
見
直

し
や
昇
級
・
後
継
者
育
成
な
ど
積
極
的
な
参
加

や
送
り
出
し
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
10
月
31
日（
日
）午
後
２
時
よ
り

金
光
教
玉
水
教
会
・
玉
水
記
念
会
館（
大
ホ
ー
ル
）

に
て
同
和
問
題
に
取
り
組
む
大
阪
宗
教
者
連
絡

会
議（
大
宗
連
）、N
P
O
法
人　

人
類
愛
善
会

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
大
阪
協
議
会
の
共
催
で
、

「
生
き
が
い
公
開
講
座
特
別
編
」が
開
催
さ
れ
た
。

 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
人
々
に
何
を
も
た

ら
す
の
か
」〜
ポ
ス
ト
・コ
ロ
ナ
の
時
代
を
生
き

る
〜
と
題
し
て
、慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授
・

加
藤
眞
三
先
生
に
ご
講
義
願
っ
た

　

概
要
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
に
よ

り
、医
療
の
み
な
ら
ず
市
民
の
日
常
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、そ
れ
を
負

の
出
来
事
で
は
な
く
新
し
い
時
代
へ
の
変
化
と

し
て
、捉
え
な
が
ら
大
本
の
教
え
を
交
え
て
ご

講
話
さ
れ
た
。質
疑
応
答
で
は
、聴
講
者
か
ら
い

く
つ
か
の
質
問
が
有
り
、時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で

応
答
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は

1
0
3
名
、Y
o
u
T
u
b
e
の
ラ
イ
ブ
配
信

と
そ
の
後
の
視
聴
回
数
は
2
7
0
回
。

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
引
き
続
き
視
聴
で
き
ま
す
。

生
き
が
い
公
開
講
座

　
　

特
別
編
開
催
報
告

霊
界
物
語
全
国
一
斉
拝
読
会
報
告

　

去
る
10
月
18
日
（
月
）
午
後
19
時
よ
り
全

国
一
斉
霊
界
物
語
拝
読
を
執
り
行
わ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
大
阪
本
苑
の
物
語
拝
読
者
総
数

は
6
0
2
名
（
一
般
５
6
9
名
、
青
年
25
名
、

少
年
8
名
）
で
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
本
苑
青
年
部

近
畿
宗
教
者
連
盟
理
事
総
会
の
報
告

　

去
る
10
月
12
日
住
吉
大
社
に
て
令
和
３
年

度
の
近
畿
宗
教
者
連
盟
の
理
事
総
会
が
開
催

さ
れ
、
事
業
報
告
・
予
算
の
審
議
等
が
行
わ

れ
た
。
引
き
続
き
参
加
者
の
正
式
参
拝
が
行

わ
れ
、
神
楽
奉
納
等
を
拝
見
し
た
。
斎
主
の

祝
詞
奏
上
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
早
期
終
息

祈
願
も
織
り
込
ま
れ
世
界
安
寧
を
願
っ
た
。

神
苑
案
内
で
は
、
住
吉
大
社
の
権
禰
宜
か
ら
、

か
つ
て
の
王
仁
三
郎
聖
師
さ
ま
の
ご
参
拝
の

紹
介
も
あ
り
、
前
回
開
催
の
歌
祭
り
の
折
の

御
礼
、
又
、
10
月
31
日
の
「
生
き
が
い
講
座
」

の
チ
ラ
シ
を
お
渡
し
す
る
等
和
気
あ
い
あ
い

の
一
日
と
な
っ
た
。

　

大
阪
本
苑
に
於
い
て
毎
月
第
2
火
曜
日
（
本

苑
月
次
祭
後
の
火
曜
日
）
に
大
阪
本
苑
書
道
部

を
開
催
し
て
い
ま
す
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。（
見
学
、
体
験
も
で
き
ま
す
。）

【
日
時
】
第
2
火
曜
日
（
本
苑
月
次
祭
後
の
火
曜
日
）

　
　
　
　
午
後
1
時
〜
午
後
2
時
30

11
月
は
16
日
（
火
）
12
月
は
14
日
（
火
）
で
す

【
月
謝
】
1
3
0
0
円
（
欠
席
時
1
0
0
0
円
）

【
持
物
】
下
敷
、
文
鎮
、
墨
（
墨
汁
可
）

筆
（
大
、
小
各
1
本
）
あ
れ
ば
硯
、
雑
巾
1
枚

　
見
学
、
体
験
も
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

大
阪
本
苑
書
道
部
の
ご
案
内

　

11
月
7
日
（
日
）
午
前
10
時
よ
り
大
阪
本
苑

に
お
い
て
開
祖
大
祭
遥
拝
祭
が
斎
主 

那
須 

裕

司 

財
務
部
長
の
も
と
厳
粛
に
執
行
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
拝
者
7
人

開
祖
大
祭
遥
拝
祭
報
告

な
に
は
づ
短
歌
会
開
催
報
告

　

10
月
9
日
浅
田
弘
子
先
生
ご
指
導
の
下
開
催
。

出
詠
者
13
名
・
詠
草
26
首

【
十
月
の
詠
草
よ
り
】　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
加
賀
見
明
男

今
朝
も
ま
た
歩
み
始
め
む
青
空
に

　
ヒ
ヨ
ド
リ
の
声
高
く
聞
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
宇
佐
美
日
出
子

幼
子
の
マ
ス
ク
を
つ
け
て
走
り
行
く

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
今
世
界
は
変
わ
り
ぬ

　
　

―
―
―
―
―
―
―
―

　

短
歌
会
は
毎
月
本
苑
月
次
祭
の
前
日
（
土
）

午
後
1
時
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

詠
草
の
み
の
参
加
も
歓
迎
で
す
、
本
苑
に
お

送
り
く
だ
さ
い
。

松
山
だ
よ
り

生きがい
公開講座
特別編

生きがい
公開講座
特別編 講話をする

加藤眞三先生
講話をする
加藤眞三先生

受付する参加者受付する参加者

和歌山
松山通信
No,6

和歌山
松山通信
No,6

10 月 30 日の
記念写真
10 月 30 日の
記念写真
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12
月
5
日
（
日
）
午
前
９
時
よ
り

本
苑
の
年
末
大
掃
除
を
行
い
ま
す
。

今
年
一
年
の
感
謝
を
こ
め
、
新
年
を
清
々

し
く
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
多
数
の
ご
奉
仕

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

昼
食
は
本
苑
で
用
意
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
大
阪
本
苑
年
末
大
掃
除

●
秋
の
和
歌
山
み
か
ん
狩
り

　

参
加
者
募
集

育
成
部
で
は
、
中
型
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー

し
て
、左
記
の
通
り
秋
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
の
皆
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】令
和
3
年
11
月
23
日（
火
・
祝
）

【
行
先
】和
歌
山
松
山
み
か
ん
畑

　
　
　

和
歌
山
県
植
物
公
園 

緑
花
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】青
少
年
お
よ
び
保
護
者（
一
般
も
可
）

【
参
加
費
】青
少
年
・
保
護
者
は
無
料

　
　
　
　
（
一
般
参
加
1
人
1
0
0
0
円
）

【
持
ち
物
】昼
食
・
飲
み
物
・
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

【
集
合
】午
前
8
時
30
分 
大
阪
本
苑

【
出
発
】午
前
9
時（
バ
ス
）

【
解
散
】午
後
５
時 　
　

大
阪
本
苑

【
申
込
】各
分
所
支
部
で
ま
と
め
て
本
苑
ま

　
　
　
で
F
A
X
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

【
締
切
】11
月
21
日（
日
）

　

大
阪
本
苑
で
は
、毎
月
2
〜
3
回
土
曜
日
に

『
大
本
常
設
講
座
』を
開
催
し
て
い
ま
す
。

未
信
徒
・
家
庭
内
未
信
徒
の
お
誘
い
合
わ
せ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
午
前
10
時
よ
り　
『
身
の
上
相
談
』

○
午
後
2
時
よ
り　
『
生
き
が
い
講
座
』

○
午
後
3
時
半
よ
り『
み
手
代
お
取
次
』

※
一
部
の
参
加
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　
参
加
費
無
料
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
予
定
日
】

11
月
20
日
・
11
月
27
日

12
月
4
日
・
12
月
18
日

●
大
阪
本
苑
常
設
講
座
ご
案
内

　
12
月
12
日
（
日
）
大
阪
本
苑
月
次
祭
終
了
後
、

神
籬
・
大
麻
作
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。新

調
さ
れ
、
清
々
し
い
新
年
を
迎
え
て
頂
け
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
、事
務
所

ま
で
申
込
み
下
さ
い
。

●
神
籬
・
大
麻
作
成
講
習
会
ご
案
内

●
乙
姫
様
月
次
祭
執
行
日
変
更
の
お
知
ら
せ

　

平
素
は
、
直
心
会
活
動
に
お
力
添
え
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
毎
月
28
日
に
執
行
し
て
お
り

ま
し
た
乙
姫
様
月
次
祭
を
来
年
度
よ
り
毎
月

第
4
土
曜
日
の
午
後
1
時
に
変
更
い
た
し
ま

し
た
。（
令
和
4
年
度
初
の
執
行
は
1
月
22
日
（
土
）

午
後
1
時
よ
り
執
り
行
い
ま
す
。）

　

平
日
の
参
拝
が
で
き
な
か
っ
た
、
お
仕
事

の
方
、
学
生
の
方
な
ど
も
、
更
な
る
ご
参
拝

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

「
女
性
ば
か
り
な
の
で
参
拝
し
に
く
い
、
そ
も

そ
も
男
性
が
参
拝
し
て
も
い
い
の
」
な
ど
の

疑
問
を
お
持
ち
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
乙
姫
様
は
企
業
繁
栄
や
商

売
繁
盛
の
お
か
げ
を
い
た
だ
け
る
神
様
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
男
女
問
わ
ず
、
ぜ
ひ
ご

参
拝
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
心
会
）

　

宣
教
部
で
は
、
節
分
の
人
型
を
受
け
ら
れ
た

方
の
お
か
げ
話
を
本
苑
だ
よ
り
で
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
ご
神
徳
を
分
か
ち
合
い
、
一
層

の
お
す
す
め
活
動
に
励
ま
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

文
章
の
長
短
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

本
苑
事
務
所
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
人
型
ご
神
徳
談
の
募
集

　
12
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時
よ
り
大
阪
本
苑

に
於
い
て
尊
師
毎
年
祭
遥
拝
祭
を
執
行
い
た
し

ま
す
。
ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
尊
師
毎
年
祭
遥
拝
祭
ご
案
内

　

今
年
も
節
分
人
型
お
す
す
め
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。
国
祖
の
ご
再
現
を
寿
ぐ
と
共
に
、
全

世
界
の
大
難
を
小
難
に
み
救
い
頂
く
た
め
に
、

多
く
の
方
々
に
人
型
・
型
代
を
お
勧
め
致
し
ま

し
ょ
う
。

◎
全
国
人
型
活
動
推
進
祈
願
・
お
す
す
め
活
動
の
日

令
和
3
年
11
月
23
日
（
火
・
祝
）

◎
全
国
人
型
お
す
す
め
活
動
の
日

　
（
個
人
活
動
の
日
）

令
和
3
年
12
月
12
日
（
日
）

令
和
4
年
1
月
10
日
（
月
・
祝
）

●
人
型
お
す
す
め
活
動
開
始

　

12
月
16
日
（
木
）
午
前
10
時
よ
り
大
阪
本
苑

に
於
い
て
開
祖
様
聖
誕
祭
を
執
行
い
た
し
ま
す
。

ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
開
祖
聖
誕
祭
遥
拝
祭
ご
案
内

ユーチューブ
「人類愛善会大阪」
チャンネルで
配信中

ユーチューブ
「人類愛善会大阪」
チャンネルで
配信中

【
会　
場
】
総
合
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

大
阪
梅
田　
第
２
ビ
ル
５
階　
第
3
研
修
室

【
参
加
費
】
無　
料

【
申
し
込
み
】
当
日
会
場
に
て
受
付
ま
す
。

未
信
徒
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
内
未
信
者
、

未
自
覚
信
徒
を
誘
っ
て
後
継
者
育
成
に
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

●
第
11
回
生
き
が
い
公
開
講
座
予
告

　

大
本
神
諭
に「
谷
々
の
小
川
の
水
も
大
河
へ
、

末
で
一つ
に
な
る
仕
組
み
」と
預
言
し
て
い
る
。

世
界
恒
久
平
和
は「
一つ
の
神
・一つ
の
世
界
・一つ

の
言
葉
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、実
現
さ
れ
る
。

　
11
月
17
日（
水
）　
午
後
7
時
〜
8
時
30
分

「
一つ
の
神
・一つ
の
世
界
・一つ
の
言
葉
」

〜
み
ろ
く
の
世
へ
の
道
筋
世
界
共
通
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
〜

講
師
：
増
井
さ
え
子（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
普
及
会
理
事
）

　

10
月
20
日（
水
）大
阪
府
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、3
月
以
来
の
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
題
は
、「
出
口
王
仁
三
郎
の
示
し
た
世
界
〜

立
替
え
立
直
し
と
人
類
の
救
済
〜
」と
し
、講
師

浅
田 

秋
彦（
人
類
愛
善
会
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
名
誉
顧
問
）に

お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
様
子
は
、

Y
o
u
t
u
b
e
人
類
愛
善
会
大
阪
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
配
信
し
ま
し
た
。出
口
王
仁
三
郎
師
が
、高

熊
山
の
修
行
に
よ
っ
て
、霊
的
な
超
能
力
を
得

て
救
世
の
使
命
を
自
覚
し
た
。「
霊
界
物
語
」８１
巻

を
口
述
し
、宇
宙
の
創
造
、神
と
人
の
関
係
、世
界

観
、人
生
観
な
ど
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
説
示
し
、「

地
上
天
国
」実
現
へ
の
方
策
を
示
す
内
容
で
し

た
。現
在
の
視
聴
回
数
は
、1
6
6
回
と
な
り
、

未
信
徒
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、家
庭
内
未
信
徒
、未

自
覚
信
徒
に
拡
散
し
宣
教
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宣
教
部
）

第
10
回「
生
き
が
い
公
開
講
座
」

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催

講話をする浅田秋彦先生講話をする浅田秋彦先生

　

大
阪
本
苑
で
来
年
1
月
乙
姫
様
初
月
次
祭
後
に

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
七
草
粥
は
本
部
に
な
ら
い

中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
七
草
粥
中
止
の
お
知
ら
せ



本
苑
日
誌（
10
月
）
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帰
幽
報
告 

（
令
和
3
年
10
月
）

宣
伝
使　
西　
　

康
吉　

毘
古　
（
高
槻
分
所
）

　
　
　
　
　

10
月
4
日 

帰
幽　

享
年　

82
歳

宣
伝
使　

加
藤　

勇
逸　

毘
古　
（
摂
津
分
所
）

　
　
　
　
　

10
月
14
日 

帰
幽　

享
年　

90
歳

宣
伝
使　

桑
原　

昭
吉　

毘
古　
（
御
津
ノ
浜
分
所
）

　
　
　
　
　

10
月
25
日 

帰
幽　

享
年　

80
歳

つ
つ
し
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症拡大の状況により変更になる可能性があります。

本
苑
所
蔵 

お
作
品
紹
介

マイ箸
マイボトル
マイバック
マイ祝詞・讃美歌

貧困に終止符を打ち、
地球を守り、環境を保護し、
全ての人が平和と豊かさを
享受することができるよう
「誰一人取り残さない」

SDGs

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、本

苑
の「
祝
詞
と
讃
美
歌
」の
使
用
を
し
ば
ら
く
中

止
し
ま
す
。つ
き
ま
し
て
は「
マ
イ
祝
詞
・
マ
イ

讃
美
歌
」を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。」

●11月～12月 (一部)  行事予定
本苑月次祭・乙姫様月次祭・七五三
分所支部長会議
役割拝読会
祭服クリーニング【中止】
大阪本苑書道部
生きがい公開講座
謡「大本心謡会」
宣教部会【11月12日に変更】
常設講座「死んだらどうなるの」
松山ご奉仕
エス語入門講座
分所支部月次祭
お　茶
秋のレクリエーション
エス語講習会（初級文法）
お　茶
浄　書【中止】
エス語同好会
参事会
常設講座「人は何のために生きているの」
乙姫様月次祭【11月14日に変更】

お　茶
謡「大本心謡会」
運営委員会
常設講座「神と人との関」
松山ご奉仕
本苑大掃除
エス語講習会（初級会話）
お　茶
霊界物語拝読会
謡「大本心謡会」
短歌会
誠心会幹事会
メディア制作室配信準備
エス語入門講座
本苑月次祭・乙姫様月次祭
（準備・掃除）花園・天満・玉川　
分所支部長会議・総代会
神籬・大麻作成講習会・人型おすすめ活動
役割拝読会

AM

AM
PM
PM
PM
PM

AM
PM

AM
AM
PM
AM
AM
PM
PM

PM

AM
PM
PM

AM
AM
PM
AM
PM
PM
PM
PM
PM
PM
AM

10:00

10:00
1:00
7:00
2:30
7:30

9:00
6:30

10:00
8：30
2:00
6:30
10:00
2:00
7:00

1:00

10:00
2:30
7:00

9:00
9:00
2:00
10:00
2:00
2:30
1:00
1：30
3:00
6:30
10:00

11月14日(日)

16日(火)

17日(水)
18日(木)
19日(金)
20日(土)

21日(日)
22日(月)
23日(火)

24日(水)
25日(木)
26日(金)

27日(土)
28日(日)

12月1日(水)
2日(木)
3日(金)
4日(土)

5日(日)
7日(火)
8日(水)
9日(木)

11日(土)

12日(日)

運
営
委
員
会

祭
式
講
習
会（
4
人
）

松
山
ご
奉
仕（
5
人
）

常
設
講
座（
1
人
）

祭
式
講
習
会（
4
人
）・葬
祭
研
修
会（
7
人
）

エ
ス
語
講
習
会（
4
人
）

霊
界
物
語
拝
読
会（
中
止
）

謡「
大
本
心
謡
会
」（
中
止
）

短
歌
会（
11
人
）

誠
心
会
幹
事
会

メ
デ
ィ
ア
制
作
室
配
信
準
備

エ
ス
語
入
門
講
座（
3
人
）

本
苑
秋
季
大
祭・乙
姫
様
月
次
祭（
126
人
）

分
所
支
部
長
会
議

役
割
拝
読
会（
6
人
）

祭
服
ク
リ
ー
ニ
ン
グ（
中
止
）

大
阪
本
苑
書
道
部（
中
止
）

お　

茶（
10
人
）

謡「
大
本
心
謡
会
」（
中
止
）

常
設
講
座

松
山
ご
奉
仕（
2
人
）

分
所
支
部
月
次
祭

全
国
一
斉
霊
界
物
語
拝
読

生
き
が
い
公
開
講
座（
10
人
）

浄　

書（
中
止
）

謡「
大
本
心
謡
会
」（
7
人
）

宣
教
部
会

常
設
講
座

エ
ス
語
入
門
講
座（
中
止
）

エ
ス
語
講
習
会（
初
級
文
法
）（
中
止
）

乙
姫
様
月
次
祭（
10
月
10
日
に
変
更
）

参
事
会

松
山
ご
奉
仕（
5
人
）

常
設
講
座（
1
人
）

生
き
が
い
公
開
講
座
特
別
編（
103
人
）

1
日

2
日

3
日

5
日

7
日

9
日

10
日

12
日

13
日

14
日

16
日

17
日

18
日

20
日

21
日

22
日

23
日

26
日

28
日

29
日

30
日

31
日

灰釉茶碗
五代教主：出口紅作

高台皿
「竹文」
出口虎雄作

【　

作　

】　

三
代
教
主
：
出
口
直
日

【
作
品
名
】　

12
ヶ
月
の
歌（
１１
月
）

　

陽
に
す
け
る
紅
葉
と
昃
る
も
み
ち
あ
る

　
　

時
雨
の
す
き
し
庭
を
み
て
を
り

【
サ
イ
ズ
】　

H
6
9
0
×
W
2
7
0

●
み
手
代
お
取
次

　

○
11
月
月
次
祭　
　

田
辺　

 

嘉
一　

宣
伝
使

　

○
12
月
月
次
祭　
　

田
辺　

 

嘉
一　

宣
伝
使

　

○
1
月
月
次
祭　
　

那
須 

眞
太
郎　

宣
伝
使

 

※
お
取
次
ご
希
望
の
方
は
事
務
所
ま
で
申
し
出
て
下
さ
い
。

神
饌
物
献
納
御
礼

　

10
月
祭
典（
本
苑
・
乙
姫
様
）に
は
左
記
の
方
々

よ
り
神
饌
物
を
献
納
頂
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

○ 

杉
谷　

直
樹 

様　
（
天　

満
）

　

○ 

岡
尾　

由
貴 

様　
（
玉　

川
）

　
本
苑
農
園（
サ
ツ
マ
イ
モ
）・和
歌
山
松
山（
ミ
カ
ン
）

大本大阪本苑大本大阪本苑

ホームページホームページ

大本大阪本苑大本大阪本苑人類愛善会大阪人類愛善会大阪

ご
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

ス
マ
ホ
を
お
持
ち
の
方
は

各 

Q
R 

コ
ー
ド
を
読
み

取
り
ご
活
用
く
だ
さ
い
。


